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本
会
の
国
松
誠
会
長
（
藤
沢
市

議
会
議
長
）
は
１０
月
３１
日
、
総
務

省
で
開
か
れ
た
「
地
方
財
政
に
関

す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会

合
」
に
出
席
し
た
。

会
合
で
は
、
六
団
体
を
代
表
し

麻
生
渡
・
全
国
知
事
会
会
長
（
福

岡
県
知
事
）
が
菅
義
偉
・
総
務
大

臣
に
対
し
、
平
成
２０
年
度
の
公
営

企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の
、
新
た

な
仕
組
み
に
関
し
、
六
団
体
が
ま

と
め
た
制
度
設
計
骨
子
案
を
手
渡

し
た
。

骨
子
案
で
は
同
公
庫
廃
止
後
、

地
方
公
共
団
体
が
共
同
運
営
す
る

新
た
な
組
織
と
し
て
「
地
方
自
治

体
金
融
機
構
（
仮
称
）
」
を
設
置
。

個
々
の
団
体
が
市
場
で
調
達
困
難

な
長
期
・
低
利
の
資
金
提
供
な
ど

の
機
能
を
担
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
機

構
が
市
場
の
信

認
を
得
て
財
政

基
盤
を
確
固
た

る
も
の
と
す
る

た
め
、
▽
全
地

方
公
共
団
体
が

出
資
▽
地
方
公

共
団
体
の
負
担

に
よ
り
形
成
さ

れ
た
同
公
庫
財

政
基
盤
を
承
継

―
―
な
ど
を
提

示
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
当

日
は
、
地
方
分

権
改
革
推
進
法

案
の
概
要
や
新

型
交
付
税
の
仕
組

な
ど
に
つ
い
て
総

務
省
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

（
骨
子
案
等
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

地
方
六
団
体
の
代
表
は
１１
月
８

日
、
自
由
民
主
党
本
部
で
開
か
れ

た
「
総
務
部
会
・
地
方
行
政
調
査

会
・
法
務
・
自
治
関
係
団
体
委
員

会
合
同
会
議
」
に
出
席
。
平
成
１９

年
度
都
市
税
制
改
正
に
関
す
る
要

望
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
は
、
藤
沢
昭
男
・
副

会
長
（
岐
阜
市
議
会
議
長
）
が
出

席
し
、
地
方
分
権
改
革
に
伴
う
税

源
移
譲
の
実
現
な
ど
を
求
め
た
。

自
民
党
か
ら
は
、
吉
田
博
美
・

総
務
部
会
長
、
石
田
真
敏
・
同
部

会
専
任
部
会
長
（
地
方
自
治
担

当
）
、
太
田
誠
一
・
地
方
行
政
調

査
会
長
、
木
村
勉
・
組
織
本
部
法

務
・
自
治
関
係
団
体
委
員
長
ほ
か

関
係
議
員
が
出
席
し
た
。

政
府
は
１０
月
２７
日
、
「
地
方
分

権
改
革
推
進
法
案
」
を
閣
議
決
定

し
、
国
会
へ
提
出
し
た
。

同
法
案
は
本
年
６
月
、
地
方
六

団
体
が
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
意
見
書
」
を
内
閣
と
国
会
へ

提
出
し
た
こ
と
を
受
け
、
総
務
省

が
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
地
方
公

共
団
体
に
関
し
�
権
限
移
譲
の
推

進
�
事
務
処
理
等
の
整
理
・
合
理

化
�
国
・
都
道
府
県
の
関
与
の
整

理
・
合
理
化
―
―
の
措
置
を
講
じ

る
に
当
た
り
、
国
庫
補
助
負
担
金

や
地
方
交
付
税
等
の
財
政
措
置
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
７
人
の
委
員
か
ら
な
る

「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
」

を
内
閣
府
に
設
置
。
同
委
員
会
が

策
定
す
る
具
体
的
な
指
針
勧
告
を

受
け
、
施
行
日
か
ら
３
年
以
内
に

「
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
る
予
定
。

（
２
・
３
面
に
法
案
要
綱
を
掲
載
）

地地
方方
六六
団団
体体
がが
声声
明明

同
法
案
の
国
会
提
出
を
受
け
同

日
、
本
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体

は
、
会
長
連
名
に
よ
る
共
同
声
明

を
発
表
し
た
。

声
明
で
は
、
安
倍
新
政
権
発
足

後
１
か
月
と
い
う
短
期
間
で
法
案

提
出
に
至
っ
た
こ
と
を
評
価
し
た

う
え
で
、
▽
国
と
地
方
の
役
割
分

担
の
見
直
し
▽
権
限
と
税
財
源
の

更
な
る
移
譲
▽
二
重
行
政
の
解
消

に
よ
る
行
政
の
簡
素
化
―
―
な
ど

を
一
体
的
に
進
め
る
べ
き
と
強
調

し
て
い
る
。

（
共
同
声
明
等
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1633・34号１１月１５日平成18年
（2006年）

１１月１５日現在の市数
８０２市

うち

指定都市 １５市

中核市 ３７市

特例市 ３９市

一般市 ６８８市

特別区 ２３区

公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の

地方六団体

新新
たた
なな
制制
度度
骨骨
子子
案案
をを
提提
示示

地
方
財
政
に
関
し
総
務
相
と
会
合分分

権権
改改
革革
推推
進進
法法
案案
がが
国国
会会
提提
出出

内
閣
府
に
委
員
会
を
設
置

自自
民民
党党
総総
務務
部部
会会
等等

合合
同同
会会
議議
でで
要要
望望

要望する藤沢副会長（後列中央）

六団体

菅総務相（左）に骨子案を手渡す麻生知事会会長（右）

大竹 邦実

（１） 平成１８年１１月１５日 第１６３３・３４号



第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
国
民
が
ゆ
と
り

と
豊
か
さ
を
実
感
し
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
の
緊
要
性
に
か
ん
が

み
、
旧
地
方
分
権
推
進
法
（
平
成

七
年
法
律
第
九
十
六
号
）
等
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
た
地
方
分
権
の
推

進
の
成
果
を
踏
ま
え
、
地
方
分
権

改
革
（
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
地
方
分
権
に
関
す

る
改
革
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
推
進
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
並

び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
、
並
び
に
必
要
な
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
改

革
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）

二

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関

す
る
基
本
理
念

地
方
分
権
改
革
の
推
進
は
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
が
共
通
の
目

的
で
あ
る
国
民
福
祉
の
増
進
に
向

か
っ
て
相
互
に
協
力
す
る
関
係
に

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
分
担
す
べ
き
役
割
を
明
確
に

し
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の
判

断
と
責
任
に
お
い
て
行
政
を
運
営

す
る
こ
と
を
促
進
し
、
も
っ
て
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
二
条
関
係
）

三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務１

国
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推

進
に
関
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
、
地
方
分
権
改
革
を
集
中
的
か

つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、

及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有

す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
一
項
関

係
）

２

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
行

政
運
営
の
改
善
及
び
充
実
に
係
る

施
策
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る

こ
と
。
（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た

行
政
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
推

進
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

四

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連

絡
等国

は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進

に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
立
場
を

尊
重
し
、
こ
れ
と
密
接
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
改
革
の

推
進
に
関
す
る
国
民
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
よ
う
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

四
条
関
係
）

第
二

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に

関
す
る
基
本
方
針

一

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関

す
る
国
の
施
策

国
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
国

家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ
る
事

務
、
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
国
民
の
諸
活
動

若
し
く
は
地
方
自
治
に
関
す
る
基

本
的
な
準
則
に
関
す
る
事
務
又
は

全
国
的
な
規
模
で
若
し
く
は
全
国

的
な
視
点
に
立
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
施
策
及
び
事
業
の
実

施
そ
の
他
の
国
が
本
来
果
た
す
べ

き
役
割
を
重
点
的
に
担
い
、
住
民

に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
地

方
公
共
団
体
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
行
政
の
各
分
野
に

お
い
て
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で

適
切
に
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
と

な
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
へ
の

権
限
の
移
譲
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
事

務
の
処
理
又
は
そ
の
方
法
の
義
務

付
け
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
四
十
五
条
に
規
定
す
る
普
通
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
又
は
都

道
府
県
の
関
与
の
整
理
及
び
合
理

化
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
関

係
）

二

財
政
上
の
措
置
の
在
り
方
の

検
討国

は
、
地
方
公
共
団
体
が
事
務

及
び
事
業
を
自
主
的
か
つ
自
立
的

に
執
行
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
国
の
負
担
金
、
補

助
金
等
の
支
出
金
、
地
方
交
付

税
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
税
源

配
分
等
の
財
政
上
の
措
置
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
六
条
関
係
）

三

地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制

の
整
備
及
び
確
立

地
方
公
共
団
体
は
、
行
政
及
び

財
政
の
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
行
政
の
公
正
の
確
保
及
び
透

明
性
の
向
上
並
び
に
住
民
参
加
の

充
実
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
応

じ
た
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制

の
整
備
及
び
確
立
を
図
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
七
条
関
係
）

第
三

地
方
分
権
改
革
推
進
計
画

一

政
府
は
、
地
方
分
権
改
革
の

推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
即

し
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。
（
第
八
条
第
一
項
関
係
）

二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
地
方
分

権
改
革
推
進
計
画
の
案
を
作
成

し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
（
第
八
条
第

二
項
関
係
）

三

政
府
は
、
地
方
分
権
改
革
推

進
計
画
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
要
旨
を
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
（
第
八
条

第
三
項
関
係
）

第
四

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員

会一

設
置

内
閣
府
に
、
地
方
分
権
改
革
推

進
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と

い
う
。
）
を
置
く
こ
と
。
（
第
九

条
関
係
）

二

所
掌
事
務

１

委
員
会
は
、
地
方
分
権
改
革

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
、
地
方
分
権
改
革
推

進
計
画
の
作
成
の
た
め
の
具
体
的

な
指
針
を
内
閣
総
理
大
臣
に
勧
告

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

条
第
一
項
関
係
）

２

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
地
方
分
権
改
革

の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
第
十
条
第
二
項
関
係
）

三

組
織

１

委
員
会
は
、
委
員
七
人
を
も

っ
て
組
織
す
る
こ
と
。
（
第
十
一

条
第
一
項
関
係
）

２

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
こ

と
。
（
第
十
一
条
第
二
項
関
係
）

四

委
員
の
任
命

委
員
は
、
優
れ
た
識
見
を
有
す

る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同

意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任

命
す
る
こ
と
。（
第
十
二
条
関
係
）

五

委
員
の
罷
免

内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
が
心

身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が

で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は

委
員
に
職
務
上
の
義
務
違
反
そ
の

他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
両
議
院

の
同
意
を
得
て
、
そ
の
委
員
を
罷

免
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
法法
案案（（
要要
綱綱
））

（
３
面
に
続
く
）

全全 文文
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（
第
十
三
条
関
係
）

六

委
員
の
秘
密
保
持
義
務

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が

で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
、
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
同
様
と
す
る
こ
と
。
（
第

十
四
条
関
係
）

七

委
員
長

委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
委

員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る

こ
と
。
（
第
十
五
条
関
係
）

八

資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力

等１

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
及
び

地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
、

資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説

明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
十
六
条
第
一
項
関
係
）

２

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関

及
び
地
方
公
共
団
体
の
業
務
の
運

営
状
況
を
調
査
し
、
又
は
委
員
に

こ
れ
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六

条
第
二
項
関
係
）

３

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関

及
び
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の

者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
三
項

関
係
）

九

事
務
局

１

委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ

る
た
め
、
委
員
会
に
事
務
局
を
置

く
こ
と
。
（
第
十
七
条
第
一
項
関

係
）

２

事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ

か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
こ
と
。

（
第
十
七
条
第
二
項
関
係
）

３

事
務
局
長
は
、
委
員
長
の
命

を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
こ

と
。
（
第
十
七
条
第
三
項
関
係
）

十

政
令
へ
の
委
任

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
十
八
条
関
係
）

第
五

施
行
期
日
等

一

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定

を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則

第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
は
、
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日

に
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
附
則
第
四
条
関
係
）

三

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
こ
と
。

（
地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
等
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
１１
月
８

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
財

政
基
盤
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。

同
委
員
会
は
、
本
会
の
財
務
運

営
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
本
年
４
月
に
設
置
さ
れ

た
も
の
。
正
副
会
長
５
市
、
監
事
５

市
、
部

会

長
９
市
、

会
長
指
名
１
市
の
計

２０
人
の
市
議
会
議
長

で
構
成
さ
れ
る
。

会
議
で
は
、
委
員
会
の
下
に
設

置
さ
れ
た
幹
事
会
が
協
議
を
重

ね
、
こ
の
ほ
ど
取
り
ま
と
め
た
結

果
に
つ
い
て
、
幹
事
会
座
長
の
加

藤
正
美
・
藤
沢
市
議
会
事
務
局
長

が
報
告
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
本
会
の
各
市

負
担
金
に
つ
い
て
、
▽
今
後
の
本

会
財
務
運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う

配
慮
し
た
上
で
負
担
割
合
を
引
き

下
げ
る
▽
引
き
下
げ
の
効
果
が
す

べ
て
の
会
員
に
及
ぶ
よ
う
均
等
割

を
約
１０
％
引
き
下
げ
る
▽
人
口
１

０
０
万
人
以
上
の
人
口
割
の
額
を

引
き
下
げ
る
▽
今
改
正
は
１９
年
度

分
以
降
の
負
担
金
か
ら
適
用
す
る

▽
本
会
の
財
務
運
営
の
あ
り
方
及

び
財
政
基
盤
の
強
化
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
―
―
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
た
。

負
担
金
の
改
正
案
に
つ
い
て

は
、
同
日
午
後
か
ら
開
催
の
理
事

会
で
協
議
、
決
定
さ
れ
た
。

（
負
担
金
改
正
に
つ
い
て
は
１１
月

中
旬
頃
全
市
に
送
付
す
る
予
定
）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
轟
正
満
・
長

野
市
議
会
議
長
）
の
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
ら
実
行
運
動
班
は

１１
月
８
日
、
松
田
�
利
・
総
務
事

務
次
官
と
面
談
す
る
な
ど
関
係
方

面
に
対
し
、
自
治
体

病
院
の
経
営
健
全
化

を
求
め
る
実
行
運
動

を
行
っ
た
。

こ
の
要
望
は
、
去
る
１０
月
２６
日

に
開
催
し
た
、
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
議
で
ま
と
め
た
も

の
。
自
治
体
病
院
は
現
在
、
約
７

割
が
赤
字
経
営
と
な
っ
て
お
り
、

医
師
不
足
・
偏
在
の
問
題
も
抱
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
地

方
団
体
が
単
独
で
改
善
す
る
こ
と

が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
自
治
体
病
院
が
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
▽
地
域
の
医
師
不

足
・
偏
在
の
解
消
の
た
め
の
医
師

育
成
方
策
の
確
立
▽
自
治
体
病
院

に
係
る
地
方
交
付
税
措
置
の
所
要

額
の
確
保
▽
原
価
計
算
に
基
づ
く

社
会
保
険
診
療
報
酬
体
系
へ
の
是

正
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協

議
会
は
、
１０
月
３０
日
に
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
「
第
２
回
地

域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
た
。
加
盟
市
の
議
長
・
議
員
や

自
治
体
病
院
関
係
者
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
す
る
中
、
危
機
的
状
況

に
あ
る
自
治
体
病
院
の
経
営
改
善

策
や
、
地
域
医
療
の
向
上
を
図
る

方
策
な
ど
探
っ
た
。

当
日
は
、
八
尾
市
立
病
院
事
務

局
長
の
阪
口
明
善
氏
が
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
病
院
の
維
持
管
理
・
運
営

事
業
」
に
つ
い
て
、
宮
城
県
病
院

事
業
管
理
者
の
久
道
茂
氏
が
「
宮

城
県
立
病
院
の
改
革
と
課
題
」
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

阪
口
氏
は
講
演
の
中
で
、
八
尾

市
立
病
院
の
「
運
営
型
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
導

入
の
経
緯
を
説
明
し
、
民
間
事
業

者
決
定
の
際
の
慎
重
な
審
査
や
、

導
入
後
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
監
視

・
管
理
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
久
道
氏
は
経
営
健
全
化

計
画
等
の
推
進
な
ど
宮
城
県
立
病

院
の
経
営
改
善
に
向
け
た
事
例
を

紹
介
し
、
病
院
局
職
員
研
修
等
を

行
い
「
人
材
を
人
財
」
に
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

地
域
の
医
師
確
保
を

病
院
協
が
実
行
運
動

医医
療療
政政
策策
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

本 会

負負
担担
金金
見見
直直
しし
をを
了了
承承

財財
政政
基基
盤盤
検検
討討
委委
員員
会会

松田総務事務次官（中央）に要望する実行運動班

セミナーであいさつする轟病院協会長
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
真
田
護
・
倉
敷
市

議
会
議
長
）
は
１０
月
３１
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
理
事
会
を
開

き
、
高
速
道
路
建
設
促
進
に
関
す

る
要
望
を
決
定
し
た
。

高
速
道
路
事
業
は
、
昨
年
１０
月

の
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
な
ど

を
経
て
、
本
年
４
月
か
ら
高
速
道

路
会
社
に
よ
る
有
料
道
路
方
式

と
、
国
・
地
方
の
負
担
に
よ
る
新

直
轄
方
式
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
新
た
な
枠
組
み
に
移
行

し
た
後
も
、
地
域
社
会
の
発
展
・

再
生
の
た
め
に
は
、
従
来
の
建
設

ス
ピ
ー
ド
を
超
え
る
一
体
的
で
継

続
的
な
道
路
網
整
備
の
促
進
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
高
規
格

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。そ

こ
で
要
望
で
は
、
高
速
道
路

の
建
設
促
進
を
は
じ
め
、
高
速
道

路
や
関
連
施
設
等
の
充
実
を
図
る

た
め
、
▽
高
規
格
幹
線
道
路
１
万

４
０
０
０
�
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
早
期
実
現
▽
道
路
特
定
財
源
の

確
保
▽
高
速
道
路
関
連
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
―
―
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
は
、
望
月
義
夫
・

国
土
交
通
副
大
臣
は
じ
め
、
衛
藤

征
士
郎
・
高
速
道
路
建
設
推
進
議

員
連
盟
会
長
ら
に
面
談
す
る
な
ど

要
望
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
の
�
瀬

輝
・
有
料
道
路
課
長
が
「
高
速
道

路
整
備
を
め
ぐ
る
最
近
の
諸
情

勢
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
清
水
清
秋
・
新
庄
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
１
日
、
東
京
・

全
国
都
市
会
館
で
理
事
会
を
開

き
、
平
成
１９
年
度
予
算
編
成
に
向

け
た
要
望
な
ど
を
決
定
し
た
。

広
域
行
政
圏
は
現
在
、
平
成
の

大
合
併
の
影
響
に
よ
り
、
日
常
の

社
会
生
活
圏
等
の
単
位
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

広
域
的
な
事
務
や
事
業
は
存
在
す

る
た
め
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
新

た
な
広
域
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
模
索
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
要
望
で
は
広
域
行
政
圏

の
拡
充
強
化
を
図
る
た
め
、
▽
平

成
の
大
合
併
を
踏
ま
え
た
広
域
行

政
圏
の
具
体
的
な
指
針
の
早
急
な

明
示
▽
新
た
な
広
域
行
政
機
構
の

構
築
と
財
政
支
援
措
置
の
実
施
▽

地
域
活
性
化
事
業
の
拡
充
強
化

―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

理
事
会
終
了
後
、
清
水
会
長
は

大
野
松
茂
・
総
務
副
大
臣
ら
に
面

談
、
要
望
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
総
務
省
地
方
行

政
局
の
望
月
昭
雄
・
市
町
村
課
理

事
官
が
「
市
町
村
合
併
と
広
域
行

政
圏
を
め
ぐ
る
動
向
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
間
山
勲
・
青
森
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
７
日
、
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開
催

し
、
平
成
１９
年
度
予
算
編
成
に
向

け
た
要
望
な
ど
を
決
定
し
た
。

現
在
、
バ
ス
や
地
下
鉄
な
ど
公

営
交
通
を
抱
え
る
各
都
市
で
は
、

市
場
原
理
や
競
争
原
理
の
下
、
経

営
体
質
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
の
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額

の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
地
域
の
生
活
交
通
確
保
を

図
る
た
め
に
は
、
適
切
な
財
政
措

置
が
不
可
欠
な
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
要
望
で
は
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
政
措
置
の
充
実
強
化

を
は
じ
め
、
バ
ス
路
線
維
持
な
ど

生
活
交
通
の
確
保
、
公
営
企
業
債

の
借
換
措
置
等
に
つ
い
て
求
め
て

い
る
。

会
議
終
了
後
、
役
員
ら
は
決
定

し
た
要
望
に
つ
い
て
、
総
務
省
や

国
土
交
通
省
な
ど
各
関
係
方
面
に

対
し
、
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

ま
た
当
日
は
、
「
平
成
１９
年
度

公
営
交
通
事
業
関
係
予
算
の
概
算

要
求
等
」
に
つ
い
て
、
総
務
省
自

治
財
政
局
の
井
上
宜
也
・
公
営
企

業
経
営
企
画
室
長
と
、
国
土
交
通

省
自
動
車
交
通
局
旅
客
課
の
尾
本

和
彦
・
生
活
交
通
対
策
室
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

本
会
は
１１
月
２
日
、
大
韓
民
国

か
ら
来
日
し
た
李
漢
萬
・
仁
川
広

域
市
東
区
議
会
議
長
を
代
表
と
す

る
１１
人
か
ら
な
る
訪
問
団
の
表
敬

訪
問
を
受
け
た
。

本
会
訪
問
の
目
的
は
、
▽
本
会

運
営
の
仕
組
み
や
組
織
・
予
算
▽

地
方
議
会
の
意
見
集
約
等
の
流
れ

▽
国
会
や
政
府
と
の
関
係
―
―
な

ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
１２
年
４
月
の
地
方

分
権
一
括
法
施
行
以
後
に
お
け
る

地
方
自
治
体
の
変
化
や
、
わ
が
国

の
発
展
し
た
地
方
自
治
制
度
に
つ

い
て
調
査
す
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
る
。

本
会
事
務
局
か
ら
は
、
現
在
も

進
行
中
で
あ
る
議
会
制
度
改
革
の

動
向
や
、
１０
月
２７
日
に
国
会
へ
提

出
さ
れ
た
地
方
分
権
改
革
推
進
法

案
の
概
要
、
地
方
分
権
に
向
け
た

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

早
期
実
現
を
―
高
速
協
が
理
事
会
開
く

合
併
踏
ま
え
た
指
針
明
示
を

広
域
協
議
会
が
要
望
決
定

韓韓
国国
のの
仁仁
川川
市市
東東
区区

議議
長長
らら
がが
本本
会会
訪訪
問問

財
政
措
置
の
充
実
強
化
を

公
営
交
通
議
長
会
が
要
望
決
定

望月国土交通副大臣（中央右）に要望する役員ら

あいさつする間山公営交通会長

大
野
総
務
副
大
臣
に
要
望
す
る

清
水
会
長
（
右
）

第１６３３・３４号 平成１８年１１月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	１面
	２面
	３面
	４面

